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蓄
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黙
以
下
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税
所
得
者

経
営
撃
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悲
礎
慨
念
た
る
資
本
、
企
業
及
粧
品
百

肘
一
回
外
科
問
般
に
就
て

漁
村
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生
策
に
於
け
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人
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閃
翻
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植
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蓄
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迷
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我
図
工
業
に
於
げ
る
小
企
業
の
残
存
に
闘
す
る

一
研
究

大

塚

j5}Jj 

一
、
緒

言

自
由
主
義
的
経
持
政
策
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
仁
所
謂
高
度
資
本
主
義
時
代
の
脅
展
と
共
に
、
資
本
家
的
軍
位
経

時
印
ち
入
賞
殺
の
集
鮮
の
聞
に
於
け
る
枇
A

岡
地
生
産
量
の
配
分
閣
係
に
於
い
日
'
1

ィiモ
'W 
.;.1可L

(D 
1案内
ml 
(土
守主

敗
(1) 

J~.! 

イil

!喧

3 
(L 

大
企
業
の
勝
利
的
進
出

〈
口
同
(
一

==mg)

(
斗
門
戸
山
丘
町
間
戸
内
一
円
}
同
町

は
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ね
と
い

ふ
こ
と
が
、
早
く
か
ら
理
論
と
し
て
唱
へ
ら
れ
て
来
た
。
却
ち
、
資
本
主
義
生
産
の
内
部
的
必
然
は
、
ひ
t
と

h
ノ、

崎
労
働
す
る
個
人
と
宜
(
の
人
に
よ
る
生
産
手
段
の
在
有
と
の
結
合
か
ら
成
る
手
工
業
及
び
小
自
作
農
等
の
如
き
、
軍

な
る
生
計
の
た
め
の
鏑
立
勢
働
組
掛
を
投
落
せ
し
め
る
だ
け
で
な
く
、
謹
ん
で
費
本
家
的
絹
掛
群
の
内
部
に
於
い

て
色
、
亦
常
に
大
企
業
に
よ
る
小
企
業
の
識
滅
を
行
ほ
し
め
、
世
曾
総
資
本
ほ
盆
1
少
数
大
企
業
の
手
に
集
中
す

る
に
至
る
と
設
か
れ
る
の
で
み
の
る
。
或
は
叉
一
産
業
的
中
間
階
級
の
表
~
績
は
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ぬ
』
と
も
い
は

れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
此
の
企
業
集
中
の
現
象
に
つ
い
て
は
、
所
謂
大
企
業
の
後
達
が
一
般
的
に
小
企
業
群

の
組
劃
的
助
滅
を
件
ふ
と
す
る
見
解
に
封
し
て
、
歴
史
的
研
究
の
立
場
か
ら
こ
れ
に
論
駁
争
加
へ
る
も
の
も
あ
る

が
、
し
か
し
、
少
〈
と
る
、
大
企
業
群
が
枇
舎
総
生
産
量
の
配
分
閥
係
上
、
小
企
業
群
に
謝
し
て
、
現
買
に
盆
1

我
圃
工
業
に
於
け
る
小
企
業
白
浅
存
に
閥
す
る
一
研
究

。
ヒ
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我
図
工
業
に
於
け
る
小
企
業
白
蓮
存
に
閲
す
る
一
研
究

O 
ノ、

相
劉
的
優
越
の
地
位
を
占
め
来
た
れ
る
こ
と
即
ち
所
謂
贋
義
の
企
業
集
中
の
現
象
の
一
般
的
援
展
は
、
西
洋
経
掛

に
つ
い
て
札
、
亦
日
本
経
済
に
つ
い
て

ι、
事
賓
の
上
に
指
摘
3
れ
て
ゐ
る
。

資
本
主
義
経
梼
一
世
舎
の
中
に
於
げ
る
か
く
の
如
き
企
業
の
集
中
は
、
各
種
の
経
持
部
門
中
、
新
財
貨
の
加
工
的

産
出
を
以
て
業
の
業
務
の
絞
心
と
す
る
部
門
部
J

円
所
謂
工
業
界
に
で
も
、
亦
顛
著
に
，
ぞ
れ
が
現
は
れ
て
来
た
ぺ

E

い
は
れ
て
ゐ
る
。

で、

p
s

・
-
3
E
，一司唱、
e

H
L
W
L
T
P上ト

tJ問
川

嵐

山

-
業
界
v

に
札
川
げ
る
も
期
椛
九
九
川
公
設
集
中
山
現
象
JVU

生
齢
社
し
払
ド
心
航
闘
が
叩

ぉ
rvJ

は、

何
で
あ
る
か
と
い
ふ
こ
と
で

JAr-
そ
れ
は
、
他
の
軽
梼
部
門
と
共
に
一
般
的
見
地
か
色
こ
れ
を
討
究
す
る
こ
と

も
出
来
れ
ば
、
又
工
業
界
の
み
に
限
れ
る
具
瞳
的
見
地
か
ら
こ
れ
を
考
察
す
る
こ
と
も
出
来
る
。
↑
ん
だ
注
意
を
要

す
る
は
、
こ
れ
ら
の
原
因
は
勿
論
、
単
純
に
、
規
模
の

E
大
と
い
ム
勤
に
自
然
物
理
的
優
越
力
め
h
と
3
れ
る
が

如
き
所
に
覚
め
ら
る
べ
き
も
の
に
非
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
を
綜
括
し
て
い
ふ
な
ら
ば
、
工
業
上
の
一
公
業
集
中
に
於
い
て
も
、
他
の
一
鰹
持
部
門
の
そ
れ
に
於
け
る
左
同

様
に
葉
の
原
因
と
な
る
も
の
に
は
、
政
拍
的
作
震
や
企
業
統
卒
者
の
心
理
等
に
於
け
る
非
合
理
的
意
欲
の
如
き
鮭

持
外
的
な
事
情
も
あ
る
が
、
主
た
る
作
用
を
な
す
も
の
は
資
本
の
利
用
性
を
中
心
と
せ
名
粧
梼
的
事
情
で
あ
る
。

而
し
て
、
こ
の
経
済
的
事
情
が
具
瞳
的
に
は
、
工
業
上
各
種
部
門
を
異
に
し
、
又
其
の
後
展
段
階
を
同
く
せ
や
、

更
に
或
は
圃
を
隔
て
る
に
従
っ
て
、
複
雑
な
差
別
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
詑
く
ま
で
も
無
き
所
で
ゐ
る
。
こ

の
複
雑
な
差
別
を
示
す
諸
事
情
一
ペ
各
層
の
規
模
の
企
業
に
及
ぼ
す
影
響
の
相
封
的
開
聯
に
よ
っ
て
、
工
業
に
於

Sombart， 3， a. O. SS. 822-877 
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?を
ゾも

げ
る
企
業
集
中
の
現
象
の
現
貫
的
変
展
吠
勢
が
決
定
き
れ
る
謬
げ
で
あ
る
。

故
に
、
漫
然
と
し
て
、
工
業
界
に
企
業
の
集
中
が
行
は
る
べ
き
理
論
的
必
然
性
が
あ
っ
て
、
事
賓
の
上
に
も
亦

こ
れ
が
一
般
的
に
現
は
れ
て
来
た
と
教
へ
ら
れ
た
そ
け
で
、
他
面
又
、
そ
の
中
に
差
別
の
諸
相
あ
る
こ
と
に
注
意

を
向
け
る
所
が
な
い
な
ら
ば
、
工
業
政
策
の
決
定
に
も
、
乃
至
は
又
、
在
蛭
神
的
慮
置
の
上
に
も
、
軽
率
の
判
断

を
見
れ
ざ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
。

具
瞳
的
批
判
の
要
を
顧
み
や
し
て
、
日
目
的
に

R
大
企
業
の
経
神
性
の
絶
封
的
優
越
性
を
過
信
し
、
以
て
無
保

件
に
各
輔
の
産
業
部
門
に
於
げ
る
企
業
の
統
一
的
大
合
同
化
を
促
進
せ
ん
と
す
る

一
部
論
者
の
主
張
味
、
-

-

J

}

一

}

〉

l
p
l
J
L
H
1

一
般
文
化
政
策
の
見
地
か
ら
深
く
よ
れ
ピ
警
戒
ず
べ
ち
-
h
の件
M

め
る
の
み
♂
ら
や
、
同
単
純
た
7

2

口
組
岬
性
の
貼
h
y
J
h

見
て
も
、
慌
重
な
石
川
町
味
を
こ
れ
に
加
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
o

一
般
的
傾
向
は
、
必
し
色
常
に
其
の
偉

箇
々
の
具
瞳
的
性
質
を
示
す
も
の
に
非
る
こ
と
、
い
ふ
ま
で
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。

工
業
に
於
け
る
企
業
の
集
中
炉
、
資
本
主
義
的
生
産
に
於
げ
る
趨
勢
的
理
論
と

L
て
承
認
き
れ
る
こ
と
で
あ
っ

て
も
、
其
の
現
質
的
資
展
は
種
々
の
複
雑
な
る
所
奥
的
事
情
に
制
約
せ
ら
れ
、
叉
夫
々
特
異
の
形
相
を
以
て
決
定

さ
れ
て
ゐ
る
も
心
な
る
こ
と
を
忘
れ
で
は
な
ら
ぬ
。
現
買
を
無
捕
し
て
、
軽
操
な
る
疎
技
大
葉
の
議
論
ぞ
掲
げ
、

以
て
一
国
に
企
業
の
集
中
を
煽
暁
し
、
乃
一
主
は
又
、
無
批
判
に
大
企
業
の
優
越
的
時
力
と
中
小
企
業
の
紐
封
的
劣

敗
と
を
断
定
す
る
こ
と
は
、
徒
に
枇
舎
の
寵
持
的
心
理
を
不
安
に
駆
り
立

τ、
且
つ
は
又
闘
民
粧
碑
の
秩
序
的
進

展
を
h
m
害
し
て
、
其
の
緬
枇
ゃ
ー
傷
け
る
結
果
を
背
ら
す
で
あ
ら
う
。

花
園
工
業
に
於
げ
る
小
企
業
の
浅
存
に
閥
す
る
一
研
究

(-') 

九



我
図
工
業
に
於
け
る
小
企
莱
の
礎
存
に
闘
す
る
一
研
究

O 

さ
て
、
我
凶
工
業
界
に
於
い
て
は
、
首
工
業
及
び
軽
工
業
の
雨
面
を
通
じ
、
種
々
の
製
造
部
門
に
亙
り
て
、
最

近
迄
に
既
に
顛
若
な
る
企
業
集
中
の
現
象
が
貫
現
せ
忍
こ
と
が
、
多
〈
の
論
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
の
で

主
叩
4
0
0

し
か
し
又
、
其
の
一
面
に
は
、
比
較
的
小
規
模
な
る
工
業
的
企
業
が
我
闘
の
各
種
工
業
部
門
に
於
い
て
、
依
然

と
し
て
重
要
な
る
地
位
含
占
め
て
ゐ
る
こ
と
の
事
費
は
、
工
業
上
の
作
業
組
織
の
規
模
に
つ
い
て
統
社
的
表
示
を

興
へ
あ
商
工
省
刊
れ
工
場
統
計
来
最
試
航
じ
よ
り
て
も
則
枝
む
が
ら
川
」
れ
ル
-
一
雅
如
す
お
に
と
川
山
球

Ft
刊
よ
h

其
の
濃
淡
は
各
種
の
部
門
を
通
じ
て
決
し
て
一
様
な
る
も
の
で
は
な
〈
、
或
る
部
門
に
於
い
て
は
特
に
小
企
業
分

散
の
現
象
が
顕
著
に
し
て
、
又
他
の
部
門
に
於
い
て
は
極
端
に
統
一
的
大
企
業
化
が
賢
現
し
て
ゐ
る
。
さ
れ
ど
、

金
憶
に
亙
り
て
見
れ
ば
、
今
な
ほ
、
我
闘
工
業
界
に
於
け
る
小
企
業
群
の
地
位
の
重
要
性
ぞ
看
過
す
る
こ
左
は
出

来
な
い
。

既
に
所
謂
高
度
資
本
主
義
時
代
を
終
り
て
、
晩
期
資
本
主
義
時
代
に
入
れ
り
と
色
い
は
れ
る
我
困
工
業
界
が
、

其
の
一
面
に
は
、
な
ほ
斯
様
に
小
企
業
群
に
劃
し
て
重
要
な
る
地
位
を
許
し
つ
つ
あ
る
事
買
は
、
こ
れ
を
如
何
に

説
明
し
、
又
こ
れ
に
向
っ
て
如
何
な
る
政
策
を
施
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
か
。

こ
こ
に
、
日
本
経
糟
に
劃
す
る
観
照
準
理
的
説
明
と
、
買
践
率
的
研
究
と
が
其
の
貢
献
を
致
す
べ
き
主
た
る
一

領
域
が
存
し
て
ゐ
る
る
。
し
か
し
、
此
の
一
論
は
か
く
の
如
き
鱒
論
的
研
究
を
試
み
ん
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。

に
だ
こ
こ
に
一
言
し
て
お
き
に
い
の
は
、
我
圃
工
業
界
に
於
い
て
、
今
日
も
な
ほ
小
企
業
群
に
封
し
で
か
な
り

瀬戸健助、 1宮古資本宇一義、組編、 '5買-4q頁参院
商工大臣官房統計課、工場統計表、昭和六年
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に
重
要
な
地
位
が
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
、
主
(
の
原
因
を
夫
々
の
部
門
に
つ
い
て
具
韓
的
に
検
察
す
る
な
ら
ば
、

一
概
に
、
そ
れ
が
経
済
的
非
合
理
性
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
て
来
仁
結
果
で
あ
る
と
の
み
、

い
は
れ
得
な
い
事
情
が

明
か
に
さ
れ
る
で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
と
い
ふ
こ
左
で
あ
る
。

右
の
如
き
見
解
か
ら
、
こ
こ
に
先
ワ
在
は
、
今
日
我
闘
の
産
業
界
に
特
殊
の
地
位
を
占
め
て
ゐ
る
所
の
一
重
要

工
業
た
る
、
日
本
酒
(
清
酒
)
製
造
工
業
に
つ
い
て
、
右
の
問
題
に
闘
す
る
若
干
の
考
察
を
試
み
ゃ
う
と
思
ふ
の
で

あ
る
。
取
扱
ふ
所
は
、
車
な
る
一
部
門
の
こ
と
に
局
限
さ
れ
る
が
、
自
ら
又
、
他
の
部
門
に
於
け
る
同
様
の
問
題

に
つ
い
て
示
唆
公
奥
へ
符
る
所
一
ず
?
?
と
惟
ふ
3

二

、

ホ

企

業

の

概

念

小
企
業
の
問
題
全
論
や
る
に
は
、
先
づ
企
業
の
規
模
の
大
小
の
概
念
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

企
業
の
規
模
の
大
小
か
ら
起
こ
る
問
題
は
、
最
初
に
は
農
業
経
済
上
の
問
題
と
し
て
科
皐
上
の
取
扱
を
受
け
七

の
で
あ
る
が
、

其
の
後
に
大
工
場
工
業
の
費
達
に
伴
っ
て
所
謂
中
小
工
業
衰
頒
の
問
題
が
起
こ
る
に
及
び
、
論
議

の
重
貼
は
な
し
ろ
、
工
業
経
掛
の
上
に
移
さ
れ
る
乙
と
に
な
っ
に
。

か
〈
て
又
、
こ
の
場
合
に
於
け
る
用
語
と
し
て
は
、
本
来
第
一
矢
的
に
は
統
一
的
意
志
に
よ
っ
て
秩
序
的
に
統

率
さ
れ
る
作
業
労
働
の
技
術
的
車
位
組
織
や
示
し
て
ゐ
た
、
経
管
(
『
宮
「
一
円
寸
刊
の
大
小
な
る
語
い
か
多
〈
用
ゐ
ら
れ

て
ゐ
た
の
だ
あ
る
。

我
図
工
業
に
於
け
る
小
企
業
の
残
存
に
闘
す
る
一
研
究

守貯
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我
園
工
業
に
於
け
る
小
企
業
め
残
存
に
闘
す
る
一
研
究

一
一
一
一

し
か
し
占
着
服
す
る
所
は
主
t

と
し
て
、
経
梼
的
車
位
た
る
企
業
の
大
小
の
上
に
お
か
れ
て
来
七
。
さ
れ
ど
又
、

此
の
問
題
に
閲
係
せ
る
文
献
に
於
い
て
、
企
業
と
経
俸
と
い
ふ
二
つ
の
概
念
内
容
が
、
或
は
一
致
し
、
或
は
分
離

し
て
、
論
議
の
明
確
を
妨
げ
て
ゐ
る
場
合
も
少
〈
な
い
。

抑
も
、
企
業
及
び
艦
替
の
ニ
概
念
問
の
関
係
は
、
斯
様
に
国
民
経
済
率
L
し
に
で
も
、
一
度
、
、
論
議
不
明
確
の
原
因

ぽ
作
っ
て
来
た
が
、
一
泡
f
、
解
州
官
経
持
率
の
誕
生
山
来
‘
こ
こ
に
で
も
水
、
ん
引
Y
F
¥

の
研
究
者
佐
し
て
、
間
弔
問
上
の
第

二
義
的
労
務
の
に
め
に
、
努
力
を
費
す
こ
と
を
俳
俄
む
か

L
し
め
め
~
別
仕
威
し
に
。

い
づ
れ
に
も
せ
よ
、
資
本
主
義
的
経
持
軍
位
と
し
て
の
企
業
一
ぺ
作
業
労
働
の
技
術
的
軍
仕
組
織

E
同
一
物
に

非
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
所
で
め
れ
Q

。
此
の
一
論
の
問
題
は
、
回
よ
り
粧
持
軍
位
に
る
企
業
の
大
小
に
開
係

し
て
ゐ
て
、
技
術
的
躍
位
の
大
小
は
直
接
に
考
察
の
封
象
を
成
す
も
の
で
は
な
い
。

こ
こ
じ
企
業
と
い
ふ
の
は
、
今
日
の
粧
梼
制
度
の
下
に
於
い
て
、
法
的
所
有
主
睦
の
同
一
性
を
以
て
限
界
3
れ

る
替
利
的
経
済
行
動
の
車
位
組
織
の
義
で
あ
り
、
別
言
す
れ
ば
責
本
主
義
的
車
位
経
糟
の
こ
と
で
あ
る
。

か
か
る
意
味
の
存
在
た
る
企
業
の
大
小
は
、
何
の
標
識
を
以
て
こ
れ
を
定
か
ペ
き
も
の
で
あ
ら
う
か
。

企
業
の
本
質
的
要
素
は
い
ふ
ま
で
も
な
〈
資
本
で
あ
る
か
ら
、
企
業
の
規
模
の
大
小
ぞ
分
か
つ
標
識
は
正
に
資

本
額
の
大
小
に
外
な
ら
F
る
が
如
く
で
あ
る
が
、
経
摘
的
能
力
上
の
質
的
差
別
が
問
題
と
さ
れ
る
場
合
の
企
業
の

規
模
の
大
小
営
、
漠
然
と
資
本

ω数
量
を
以
て
具
瞳
的
に
国
劃
す
る
'
と
い
ふ
こ
と
は
、
殆
ん
ど
不
可
能
に
近
き
難

事
で
あ
る
。
調
逸
文
献
上
、
企
業
の
規
模
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
場
合
に
、
大
、
中
、
小
の
三
段
階
を
分

2i Philippowich， Grundris5 der politischcn Oel、onorl1:;'_' 1. DaJ'ld. 15. auAage. 
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か
つ
て
ゐ
る
が
、
其
の
匝
分
の
標
識
は
決
し
て
統
一
せ
る
も

ωで
は
な
い
。
其
の
標
識
正
し
て
、
或
は
一
、
従
業

人
員
の
敷

二
、
勢
働
手
段
の
数
荷
「
ば
紡
機
悪
一
二
、
使
用
原
料
数
量
又
は
生
産
数
量
四
、
使
用
資
本
額
等

が
指
摘
せ
ら
れ
、
或
は
又
時
と
し
て
は
費
用
が
其
の
本
原
的
第
一
次
的
標
識
正
し
て
主
張
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
い
づ
れ
か
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
企
業
の
大
小
の
限
界
は
生
産
の
部
門
を
異
に
し
、
又
後
展
の
時
代
を
異

に
し
て
盤
動
を
見
れ
‘
ぎ
る
べ
き
も
の
で
め
る
か
ら
、
業
の
賓
際
的
趨
用
に
際
し
て
は
多
〈
の
場
合
に
、
不
統
一
な

る
恋
意
的
決
定
に
陥
っ
て
ゐ
る
こ
と
が
少
く
な
い
。

今
、
此
の
一
論
の
矯
め
に
小
企
業
の
概
念
を
決
定
す
る
に
際
し
、

一
の
新
規
な
一
般
的
規
模
分
類
標
識
を
提
言

す
る
こ
と
に
し
ゃ
う
と
思
ふ
。
そ
れ
は
、

公
業
L
L
い
ふ
艇
神
的
構
成
輔
の
統
制
機
闘
の
組
織
に
於
け
芯
差
別
h
f
標

識
と
す
る
の
で
あ
る
。
印
ち
一
人
の
統
制
者
炉
二
夫
的
統
制
者
の
補
助
な
く
し
て
、
賓
質
上
軍
濁
に
生
産
、
販
買

金
融
等
の
企
業
全
般
に
亙
る
艦
持
活
動
を
指
揮
、
統
翠
す
る
こ
と
が
普
通
に
な
っ
て
ゐ
る
が
如
き
程
度
の
規
模
の

資
本
主
義
的
車
位
藤
掛
を
小
企
業
と
定
め
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
封
し
て
、
貰
質
上
一
人
の
統
制
者
炉
二
夫
的
統

制
者
を
企
業
の
全
般
に
閥
し
或
は
又
其
の
一
部
に
閲
し
て
補
助
者
と
し
て
使
用
す
る
ご
と
が
普
通
な
る
が
如
き
桂

度
の
色
の
を
中
企
業
土
定
め
得
ベ
く
、
更
ら
に
貰
質
的
統
制
者
が
二
人
以
上
の
令
議
的
組
識
躍
な
る
こ
と
が
普
通

な
る
が
如
き
も
の
を
大
企
業
と
定
め
る
の
で
あ
る
。
と
の
極
分
は
、

一
見
企
業
の
法
律
的
形
態
左
一
致
す
名
所
あ

る
が
如
く
で
あ
る
が
、
必
し
も
完
全
に
然
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
経
済
上
の
現
質
的
事
情
を
見
れ
ば
、
直
に
八
7
・F

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
色
、
非
常
に
密
接
な
る
開
聯
が
雨
者
の
聞
に
認
め
ら
れ
る
の
は
事
責
で
あ
る
。
右
の
標

我
圃
工
業
に
於
け
る
小
企
業
白
浅
存
に
闘
す
る
一
研
究

一
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我
図
工
業
に
於
け
る
小
企
業
の
残
存
に
闘
す
る
一
研
究

四

識
に
よ
っ
て
、
鰹
蹄
的
能
力
の
質
的
差
別
が
問
題
と
さ
れ
る
場
合
の
企
業
の
規
模
の
大
小
を
、
相
官
具
瞳
的
に
且

つ
統
一
的
に
踊
へ
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
ふ
。

企
業
の
規
模
を
分
か
つ
に
は
、
右
の
標
識
が
最
も
妥
営
な
る
も
の
と
惟
は
れ
あ
が
、
し
か
し
此
の
一
般
的
標
識

は
、
企
業
群
の
賞
勢
に
開
糊
す
る
調
査
の
場
合
に
、
普
通
に
利
用
せ
ら
る
べ
き
統
計
的
資
料
の
性
質
ド
制
約
さ
れ
て

こ
れ
df
誌
の
慌
ず
直
接
官
際
上
に
油
川
寸
る
と

L
は
出
猟
な
い
。
即
弘
、
4
4
百
円
淵

ψ

統
計
U
企
業
釦
規
模
に
慨
す
石

資
料
と
し
て
従
業
員
数
、
生
産
額
、
費
本
額
等
宇
佐
暴
け
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
ぞ
基
礎
に
し
で
、
企
業

運
径
の
賓
情
念
併
は
せ
考
慮
し
、
以
っ
て
こ
れ
ら
の
要
素
の
一
定
数
量
ぞ
合
な
も
の
が
、
夫
々
の
部
門
に
於
い
て

貫
質
上
一
人
の
統
制
者
の
み
に
よ
っ
て
軍
濁
に
指
揮
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
普
通
で
あ
り
、
従
っ
て
ぞ
の
程
度
の
も

の
が
小
企
業
で
め
る
と
決
定
す
る
外
は
な
い
の
で
あ
る
。

大
企
業
或
は
中
企
業
に
つ
い
て
も
亦
夫
々
同
様
で
あ

る。
さ
で
、
本
論
の
封
象
た
る
日
本
酒
製
造
工
業
に
於
け
る
小
企
業
は
、
然
ら
ぱ
如
何
な
る
具
鯉
的
の
規
模
標
識
を

有
す
る
も
の
と
し
て
定
か
べ
き
で
め
ら
う
か
。

此
の
部
門
は
、
こ
れ
に
於
り
る
各
箇
企
業
の
杢
般
的
統
制
任
務
が
、
買
質
上
、
二
究
的
統
制
者
の
補
助
な
く
し

て
軍
一
人
に
よ
り
負
寵
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
普
通
な
る
が
如
き
規
模
の
企
業
師
ち
小
企
業
の
集
間
的
考
察
上
、
統

計
的
資
料
の
関
係
か
ら
、
一
企
業
の
生
産
数
量
ぞ
以
て
具
購
的
規
標
標
識
正
す
る
こ
左
が
研
究
上
に
最
も
便
利
な

る
が
如
き
事
情
を
有
す
る
。



，.; 

利
用
じ
得
ぺ
き
統
計
的
資
料
は
此
の
部
門
じ
於
け
る
、

一
企
業
乃
至
は
一
作
業
組
織
の
生
産
数
量
に
聞
し
て
、

贋
汎
な
る
範
固
に
亙
り
、
直
接
又
は
間
接
の
数
一
不
を
奥
へ
て
ゐ
る
。

而
し
て
.
後
に
謹
べ
る
が
如
き
此
の
部
門
に
特
有
の
生
産
組
織
の
闘
係
か
ら
、
其
の
全
般
的
業
務
が
賓
質
上
軍

一
人
に
よ
り
て
統
制
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
普
通
な
る
が
如
き
程
度
の
規
棋
の
企
業
の
生
産
数
量
伎
、

一
年
と
い

ふ
時
間
の
上
に
於
い
て
、
凡
そ
一
定
の
限
界
を
有
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
卸
ち
大
略
年
額
一
千
石
内
外
を
限
度
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
こ
に
在
は
論
議
の
明
確
全
期
す
る
翁
め
に
一
鵬
、
年
額
一
千
石
を
限
度
と
す
る
生
産
数
量
を
翠
げ

る
程
度
の
企
業
全
以
て
.
日
本
酒
製
造
工
業
に
於
げ
る
小
企
業

2
定
め
て
お
く
。

「
日
本
稿

Z
難
聴
広
齢
制
U

可
知
山
叩
盆
離
の
醐
位

管
業
と
し
て
日
本
酒
を
製
造
す
る
こ
と
は
、

英
繭
政
策
と
の
二
面
か
ら
、
幕
府
に
よ
っ
て
、

徳
川
時
代
に
於
い
て
は
、
ト
仁
と
し
て
米
債
調
節
政
策
と
質
素
禁
欲

こ
れ
に
到
し
、
種
々
の
制
限
が
加
へ
ら
れ
て
ゐ
た
。
主
(
の
制
限
中

で
特
に
注
意
す
べ
き
も
の
は
、
原
則
と
し
て
一
製
造
家
の
製
造
し
得
べ
さ
遣
高
に
夫
々
ま
(
の
時
々
の
最
高
限
度
が

定
め
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
で
、
極
め
て
稀
な
例
外
を
除
い
て
は
蹴
ね
常
住
に
比
の
原
則
が
維
持
さ
れ
て
ゐ
に
の
で
あ
↑

る
。
印
ち
一
管
業
人
の
製
造
し
得
ぺ
き
最
高
限
度
の
遺
高
を
定
め
る
法
令
は
、
寛
永
十
一
年
(
西
暦
ニ
ハ
一
二
四
年
)

の
幕
令
に
始
ま
り
、
実
後
二
十
三
年
ぞ
艇
で
明
暦
三
年
造
酒
株
な
る
も
の
の
制
定
を
見
る
に
至
れ
る
後
は
盆
1
其

我
凶
工
業
に
於
げ
る
小
企
業
白
蓮
存
に
関
す
る
一
研
究

二fi.
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我
闘
工
業
に
於
け
る
小
企
業
の
疫
存
に
関
ナ
る
一
府
究

の
制
限
が
最
重
と
な
つ
に
の
で
あ
る
が
、
此
の
制
度
の
精
神
は
以
後
二
百
十
三
年
、
明
治
三
年
太
政
官
布
告
を
以

て
従
来
の
遣
石
高
制
限
が
解
除
さ
れ
る
に
至
る
ま
で
鵡
領
し
て
来
た
。

一
一
六

然
る
に
、
明
治
時
代
に
入
hJ
て
右
の
如
〈
、
主
の
最
高
造
石
高
制
限
の
制
度
は
廃
止
さ
れ
、
明
治
二
十
九
年
法

律
第
二
十
八
抗
を
以
て
始
め
て
制
定
さ
れ
た
酒
造
税
法
に
は
、
徳
川
時
代
の
場
合
と
は
反
割
に
、

日
本
酒
(
清
酒
)

A

州
ぽ
門
業
人
ぽ
石
以
K
の
制
刑
法
伊
に
ゆ
寸
ぺ
h

え
こ
と
へ
け
波
高
最
低
限
皮
の
定
、
一
η
炉
設
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
り
れ
ど
も
、
最
高
限
度
の
定
め
は
、
並
(
の
後
今
日
に
至
る
ま
で
も
、
未
だ
寄
っ

τ設
け
ら
れ
大
こ

の
併
殺
的
拠
治
に
J
I

山、

と
は
無
い
。

即
ち
、
明
治
に
入
り
で
は
日
本
酒
製
造
工
業
に
封
し
、
租
祝
行
政
上
の
関
係
か
ら
、
種
々
の
複
雑
な
取
締
が
行

は
れ
て
来
に
と
い
っ
て
も
、
原
則
と
し
て
管
業
自
由
の
政
策
が
こ
れ
に
適
用
さ
れ
て
ゐ
亡
の
で
め
る
。

こ
こ
に
注
意
を
要
す
る
の
は
、
前
蓮
の
如
〈
、

一
管
業
人
の
遣
高
、
印
ち
各
筒
企
業
の
製
造
高
に
封
し
て
何
等

の
最
高
限
度
が
設
げ
ら
れ
な
か
っ
七
こ
と
で
あ
る
。
な
ほ
、
明
治
二
十
九
年
の
酒
造
税
法
の
一
制
定
以
来
、
日
本
酒

工
業
は
常
に
財
政
上
の
重
要
税
源
を
成
す
事
業
と
し
て
租
税
行
政
上
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
名
か
ら
、
政
府

は
寧
ろ
な
る
べ
く
各
企
業
の
製
造
高
を
多
か
ら
し
め
る
こ
と
に
努
め
、
又
徴
税
手
績
上
の
闘
係
か
ら
、
少
く
と
も

主
観
的
に
は
、
企
業
の
集
中
を
希
望
し
て
来
た
と
も
い
へ
る
。

斯
様
に
、
明
治
以
後
の
酒
造
工
業
政
策
が
大
企
業
の
後
遺
彰
助
成
す
る
態
度
を
取
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

卒
爾
と
し
て
考
へ
れ
ば
、
こ
の
こ
と
辻
、
高
度
資
本
主
義
時
代
に
於
げ
る
大
規
模
の
工
業
的
企
業
の
後
達
と
い
ふ

明?治官十干有干
なほ臥、濁f沼百本業清街i酒西酪昌副~操業白揚合の例外規定あ Vo (i西J冗凶z第五傑)
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機
瀦
鱗
欝
震
構
時
点
主
需
品
襲
撃
と

純
経
神
的
一
般
性
と
相
侯
一
つ
て
、

殊
に
額
著
に
此
の
部
門
の
工
業
に
於
い
て
、
小
企
業
の
表
類
、
萎
縮
を
惹
起
し
、

反
割
に
大
企
業
の
煙
倒
的
優
勢
が
費
ら
さ
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
は
れ
特
る
が
如
く
で
あ
る
。

然
る
に
事
買
は
こ
れ
と
臭
っ
て
、
現
在
に
於
い
て
も
な
ほ
此
の
部
門
の
工
業
で
は
、
先
に
規
定
し
に
る
炉
如
き

意
味
の
小
企
業
群
が
、
業
の
箇
敷
に
於
い
て
、
又
全
副
総
生
産
高
上
の
参
加
割
合
に
於
い
て
、
甚
だ
重
要
な
地
位

を
占
め
て
ゐ
る
。

尤
も
、
日
本
酒
工
業
界
に
企
業
集
中
の
現
象
が
全
〈
起
ら
な
か
っ
た
諜
け
で
は
な
い
。
帥
ち
こ
れ
を
名
産
地
灘

五
郷
だ
け
仁
つ
い
て
見
れ
ば
、
品
州
tpτ
酒
造
税
訟
の
施
行
3
れ
わ
人
明
治
二
十
九
年
度
に
企
業
数
一
四
九
会
駿
へ
た

の
に
、
可
叱
れ
よ
h
一
二
十
六
午
'v=口問一
{
A
L
M
H
H
じ
午
史
，
:
品
企
業
般
に
-
ヘ
一
司
液
1

・

ィ

，

7
巾

H

1

ィ
「
/

1

1

(

つ

v

一

「

/

(

L
ι
d北3
a

F

r川川リ収ド占昨い仁ト川
I
1
f
引相琳肌

Jrド応凸作r
卜じh
一
，
嘩
恒
刊
口
引
川
川
冗
口

増
加
を
示
し
て
ゐ
ぷ
の
み
な
ら
や
、

一
金
業
の
最
高
指
石
高
に
も
、
著
大
な
膨
脹
が
現
は
れ
て
ゐ
る
の
で
め
る
か

ら
、
こ
こ
に
明
か
に
企
業
集
中
の
現
象
を
認
②
る
こ
と
が
出
来
る
。
全
園
的
に
見
る
と
き
に
は
、
後
に
も
説
く
が

如
〈
、
補
事
情
の
具
る
も
の
が
あ
る
け
れ

E
も
、
な
ほ
そ
こ
に
同
じ
く
公
業
集
中
の
起
こ
っ
た
の
は
疑
な
き
事
買

で
あ
る
。

し
か
し
今
、
世
界
大
戦
に
日
本
一
炉
参
加
し
た
る
大
正
三
年
八
月
後
、
却
ち
同
年
十
月
一
日
よ
り
始
ま
る
大

E
一二

酒
造
年
度
よ
り
、
昭
和
五
酒
造
年
度
に
至
る
十
七
年
間
に
於
け
る
内
地
郎
ち
七
税
務
監
督
局
管
内
の
日
本
酒
製
造

工
業
界
の
推
移
に
つ
い
て
凡
れ
ば
、
此
の
一
期
聞
が
一
般
に
我
国
経
持
田
介
に
て
未
曾
有
の
波
澗
を
見
に
る
時
代
で
あ

る
と
共
に
、
又
其
の
質
に
於
い
て
我
国
資
本
主
義
設
建
の
熟
成
期
で
あ
る
と
い
は
れ
る
に
も
不
拘
、
日
本
酒
製
造

我
同
工
業
に
於
け
る
小
企
業
白
残
存
に
閥
ナ
る
一
研
究

ーヒ

引

内

引

rιτ

績灘i酉t仔草誌、 96瓦
汐凡博士、日本財政の特殊問題257頁lノγF多!!告
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我
陶
工
業
に
於
け
る
小
企
業
の
残
存
に
関
す
る
一
研
定

一
一
八

の
小
企
業
群
の
表
額
賃
勢
は
其
の
程
度
宴
に
緩
漫
に
し
て
、
奈
轄
と
し
て
依
然
重
要
の
地
位
を
失
っ
て
ゐ
な
い
こ

と
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
前
通
の
如
〈
、
此
の
事
情
は
軍
に
離
五
郷
の
み
に
つ
い
て
見
た
場
合
と
、
全
国
的
に
見

た
場
合
と
で
は
其
の
間
じ
或
る
程
度
の
相
違
を
示
し
て
ゐ
る
理
由
に
つ
い
て
は
後
に
言
及
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

最
初
に
灘
五
郷
に
於
げ
る
費
勢
h
y
見
ゃ
う
。
慨
に
述
べ
た
世
慌
に
、
午
額
一
千
石
以
下
の
造
高
を
翠
げ
る
企
業
T

以

τ、
此
の
工
業
部
門
の
小
企
業
と
見
る
の
よ
じ
あ
4
G
O
A
-
、
か
か
る
小
企
業
群
が
郡
五
郷
の
日
本
一
渦
工
業
界
に
於

い
て
占
め
る
地
位
が
大
正
三
年
度
よ
り
昭
和
五
年
度
に
至
る
聞
に
如
何
な
る
推
移
を
示
し
た
か
を
、
同
地
に
於
け

る
小
企
業
教
の
総
企
業
教
に
劃
す
る
千
分
比
、

す
る
千
分
比
に
よ
っ
て
窺
ふ
こ
と
に
す
る
。
即
ち
第
一
表
に
皐
げ
た
所
で
あ
る
。

灘
五
都
に
於
け
る
小
企
業
群
の
一
地
位
め
推
移
。

川

一

二

5
7
7
7
7
7
7
7
1
u
U
7
7
7
て

一
位
顎
渦
企
業
五
一
日
一
川
玉
川
一
日
一
m

m
一日一

ζ
一m
一竺則一問一蹴

河
川
止
中
一
Z
E
U
F
Z
K
J
J河
川
市

一
議
鴇
常
一
円
一
必
一
三
日
一
三
却
一
切

7
一ω
一
ω
一ぉ一三ぉ一
ω
一m
一
ご
一

ー
し
百
十
一
利
子
一
w
E
E
E三土
L
I一

1第

j長

ι 

'111 

同

並
び
に
該
企
業
群
に
よ
る
総
製
成
石
高
の
同
地
総
製
成
石
高
に
封

rN '~r:税務署調査に披。で計算を行」、。戸}



右
の
期
間
に
於
け
る
灘
五
郷
所
在
の
小
企
業
群
の
地
位
の
後
退
は
前
表
に
よ
っ
て
こ
れ
を
認
め
る
こ
土
が
出
来

る
が
.
向
ほ
別
に
、

同
期
間
に
於
げ
る
同
地
の
一
高
石
以
上
の
遺
石
高
を
一
不
す

E
大
企
業
の
地
位
獲
還
を
示
す
第

会
一
表
を
参
照
す
れ
ば
、

一
層
明
か
に
、
此
の
期
間
に
於
い
て
同
地
の
日
本
酒
工
業
界
に
現
は
れ
に
企
業
集
中
の
力

度
の
相
営
大
な
る
の
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

第

二

表

灘
五
郷
に
於
け
る
一
高
石
以

h
由
遺
石
高
を
翠
げ
る
巨
大
企
業
群
の
地
位
の
推
移
。

|成成区I1 同 組 1杭

lE書記1" 警本|、
!日目薬11 ム 持議|ー悼!

!空目号11 指 !一空|明 γ 
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!望

上

主旨

以
上
に
見
た
る
企
業
集
中
の
性
質
は
第
三
表
に
見
る
が
如
く
、

小
企
業
群
の
地
位
の
結
罰
的
萎
縮
と

E
大
企
業

こ
こ
に
は
異
質
の
或
は
狭
義
の
企
業
集
中
が
現

群
の
地
位
の
組
封
的
進
出
と
を
合
ん
で
ゐ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

は
れ
Tこ
第色
=の=で
-8) あ

/，;) 

tー
と
カ2
認
め
ら
れ
る。

我
岡
工
業
に
於
け
る
小
企
業
の
建
存
に
闘
す
る
一
研
究

て九

西宮税務署調査に撲って計算を行」司o
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我
園
工
業
に
於
け
る
小
企
業
の
残
存
に
閥
ナ
る
一
研
究
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石

523 

511 

か
く
て
、

大
正
三
年
度
以
降
十
七
ヶ
年
の
聞
に
於
い
て
、

離
五
郷
の
日
本
酒
工
業
界
に
は
相
営
明
白
な
程
度
に

企
業
集
中
を
見
た
と
い
へ
る
の
で
め
る
が
、
夙
に
日
本
酒
の
名
産
地
と
し
て
知
ら
れ
に
同
地
に
は
、

同
部
門
の
大

企
業
が
早
く
か
ら
後
遺
し
て
ゐ
て
、

こ
こ
に
小
企
業
の
存
立
す
る
こ
と
に
は
後
に
述
べ
る
が
如
〈
、

特
別
の
困
難

が
件
ふ
事
情
が
め
る
の
だ
か
ら
、

車
に
此
の
地
に
於
け
る
企
業
集
中
の
勢
を
見
て
、

直
ち
に
こ
れ
を
全
般
的
に
押

し
讃
め
、

以
て
全
凶
的
に
も
同
様
力
度
で
小
企
業
群
が
友
類
し
た
と
考
へ
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
め
る
。

又
か



議

可日

よ
う
に
、
灘
五
郷
に
於
け
る
日
本
酒
工
業
界
に
特
に
顕
著
な
企
業
集
中
を
見
に
と
い
っ
て
も
、
な
ほ
こ
こ
に
於
い

て
小
企
業
群
が
昭
和
五
年
度
に
主
(
の
成
員
数
二
こ
を
維
持
し
、
組
企
業
数
に
封
す
る
割
合
が
二
割
六
分
に
注
し
て

ゐ
て
、
決
し
て
全
く
消
滅
し
さ
れ
る
も
の
で
な
き
事
貫
は
こ
れ
を
看
過
し
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

次
に
、
内
地
全
般
郎
ち
七
税
務
監
督
局
管
内
の
日
本
酒
工
業
界
に
於
け
る
小
企
業
群
の
地
位
の
買
勢
を
窺
ふ
こ

と
に
す
る
。

先
づ
、
大
正
三
年
度
よ
り
昭
和
五
年
度
に
至
る
十
七
ヶ
年
間
に
於
け
る
全
国
の
日
本
酒
製
造
企
業
数
及
び
其
の

一
ク
営
h
ノ
の
平
均
査
定
石
高
(
宜
定
石
高
は
製
成
石
山
口
由
貿
鮫
よ
り
首
該
年
度
の
法
定
伴
引
減
量
及
貯
戯
減
量
を
開
除
せ
る
も
の
〉
の
推
移

ρr-
作
H
H
H
V午
E

M

民
主
ノ
ヲ
ョ
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1
4
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ド
一
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l
'
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我
圃
工
業
に
於
け
る
小
企
業
の
時
四
存
に
関
す
る
一
柿
究
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我
同
工
業
に
於
げ
る
小
企
業
ru

残
存
に
闘
ナ
る
一
研
究

一

iュ

指'

同

上

指

同

同
日
刊
で
よ
何
十
油
川
口
"
川
F

、HA.

I
l
l
i
-
-
f
(
j
、

1
1

次
中
一
同
一
-
液
況
判
離
は
大
正
一
べ
年
版
卜
九
一
し
り
大
正
ト
凹

4
政
い
し
寸
一
る
制
剤
耐
い
し
針
U
V
L
町

跡

帆

恥

各
年
、
大

E
三
年
度
に
比
較
し
約
四
、
五
割
の
超
過
を
示
し
、
大
正
十
五
年
度
よ
り
後
ほ
再
び
減
少
の
傾
向
に
移

っ
た
が
そ
れ
で
も
、
昭
和
五
年
度
に
於
い
て
な
ほ
略
E
大
正
三
年
度
の
査
定
石
高
に
匹
敵
し
得
る
額
に
達
し
て
ゐ

る
。
然
る
に
、
葉
の
聞
に
於
け
る
企
業
総
数
は
前
表
に
見
る
が
如
き
擾
遷
の
経
路
を
辿
り
て
、
昭
和
五
年
度
に
は

こ
れ
を
大
正
三
年
度
に
比
岐
し
て
約
一
T
割
の
減
少
を
示
し
て
ゐ
る
。

か
〈
て
、
こ
F

」
に
企
業
集
中
の
起
こ
れ
る
こ

と
は
疑
な
き
所
で
あ
る
が
、
た
だ
そ
の
内
蒋
に
於
い
て
、
既
に
規
定
せ
る
如
き
小
企
業
群
の
地
位
の
推
移
が
如
何

な
る
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
別
に
注
意
を
加
へ
ゃ
う
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

先
づ
、
全
倒
的
に
は
、

一
企
業
営
り
卒
均
査
定
石
数
が
此
の
十
七
ヶ
年
間
に
最
高
額
を
示
し
た
大
正
八
年
度
に

つ
い
て
見
て
も
、
僅
に
五
九
四
石
に
過
ぎ
守
し
て
、
こ
れ
を
離
五
郷
に
於
い
て
同
じ
く
最
高
製
成
額
そ
示
し
た
大

正
八
年
度
の
一
企
業
営
り
平
均
製
成
額
が
二
三
r
U
O
石
を
越
え
る
に
比
較
す
れ
ば
、
会
幽
的
に
見
た
る
場
合
、
特

殊
地
方
と
異
り
て
、
規
模
の
小
な
る
企
業
の
教
が
甚
七
多
き
割
合
を
占
め
て
ゐ
る
こ
と
が
推
知
さ
れ
る
つ



全
闘
に
つ
い
て
見
た
る
小
企
業
の
地
位
を
知
ら
ん
と
す
る
に
、
資
料
の
聞
係
か
ら
、
免
許
場
竜
五
制
高
区
分
表
に

表
は
れ
て
ゐ

ι
一
千
石
以
下
の
査
定
額
を
示
す
製
造
場
敷
を
以
て
小
企
業
教
と
制
定
し
て
考
察
す
る
。
此
の
偲
定

は
一
千
石
以
下
の
査
定
額
を
示
す
一
企
業
が

製
造
場
よ
り
多
き
製
造
場
に
つ
い
て
免
許
を
受
け
て
ゐ
る
こ
と
も
、

又
一
千
石
以
上
の
査
定
額
を
一
不
す
企
業
が
一
千
石
以
下
の
製
造
場
に
つ
い
て
見
詐
を
受
け
て
ゐ
る
こ
と
も
、

ιL
、-』
4
フ
't

後
堪
の
事
情
か
ら
極
め
て
少
数
の
例
外
な
る
べ
し
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
根
醸
に
し
て
ゐ
る
の
で
、

特
殊
名
醍
地

闘
係
の
分
の
み
に
限
る
場
合
は
別
と
し
て
、
全
圃
的
に
は
著
し
き
諜
差
な
〈
し
て
事
賓
と
合
致
す
べ
き
・
も
の
で
あ

引
。
大
正
三
年
度
よ
れ
ソ
昭
和
五
年
度
に

-f
る
十
七
ヶ
年
同
に
於
い
て
、

一
千
石
以
下
の
査
定
石
数
を
奉
げ
る
小
企

業

ω内
地
全
開
総
数
及
び
そ
れ
が
総
企
業
般
に
刻
す
る
割
合
の
L
L

に
一
ぶ
さ
れ
た
推
移
JT
第
五
夜
に
友
は
寸
。

第

五

衰

ず内 l同 | 小
l る地 1， -1e--
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我
闘
工
業
に
於
け
る
小
企
業
の
曲
既
存
に
閲
す
る
一
研
究

四

こ
れ
に
よ
っ
て
見
れ
ば
全
国
に
於
け
る
小
企
業
群
の
地
伎
の
絶
調
的
状
勢
は
、
其
の
企
業
数
の
賞
数
の
貼
に
於

い
て
右
の
十
七
年
ケ
問
に
尖
第
に
滅
少
の
傾
向
を
一
不
し
つ
つ
、
最
後
に
昭
和
五
年
度
に
於
い
て
は
こ
れ
を
大
正
三

年
度
に
比
較
し
て
約
二
割
の
械
少
を
生
じ
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
同
期
間
に
於
い
て
灘
五
郷
の
小
企
業
数
が

示
し
た
減
少
の
力
皮
に
掛
照
す
れ
ば
、
運
に
綾
漫
な
る
も
の
で
、
概
五
郷
の
小
企
業
数
は
昭
和
五
年
度
に
於
い
て
、

大
正
三
年
度
の
そ
れ
に
比
較
し
て
約
問
割
の
減
少
vf
生
じ
て
ゐ
る
。

w
l
T
J
d
+
t
h
j
h
い
)
こ
ど
し
工
、

j

l
、E
-
1
M
J
t
i
l

小
仕
業
搬
山
企
業
総
数
に
澗

r
r制
ι
ハ
刊
が
大
正
:
一
年
以
じ
れ
い

j¥ 
iI11 

づト
Cr) 
若干
大

る
数
少
-
示
し
て
ゐ
に
の
い
か
、
右
の
十
七
ヶ
年
間
を
通
じ
て
、
大
な
る
盤
動
も
な
く
て
、
昭
和
五
年
度
に
は
、
恰
も

亦
同
じ
数
を
現
は
し
て
ゐ
る
が
如
き
事
買
を
見
る
こ
と
で
あ
る
。
而
し
て
、
治
石
高
匝
分
表
に
現
は
れ
て
ゐ
る
各

段
階
の
上
下
問
闘
の
製
造
額
の
算
術
卒
均
値
を
夫
1
其
の
段
階
の
製
造
場
教
に
乗
じ
た
る
敷
を
以
て
、
営
該
段
階

の
綿
製
造
額
と
看
倣
し
て
、
小
企
業
群
の
綿
査
定
額
が
金
内
地
縮
査
定
額
に
占
め
る
割
合
を
昭
和
五
年
度
に
つ
い

て
見
れ
ば
、
そ
れ
は
約
七
割
に
達
し
て
ゐ
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

昭
和
五
年
度
の
製
造
期
間
に
於
い
て

一
金
業
の
査
定
額
三
高
五
千
石
を
越
え
る
程
の

E
大
企
業
も
存
し
て
ゐ

る
。
か
か
る
一
面
を
有
す
る
日
本
酒
(
清
酒
)
工
業
界
は
.
英
の
反
面
、
と
れ
を
内
地
金
躍
に
つ
い
て
見
れ
ば
一
千

上

石
以
下
の
小
企
業
群
が
現
に
な
ほ
こ
れ
に
於
い
て
甚
だ
重
要
の
地
位
を
維
持
し
て
ゐ
る
こ
と
、
及
び
其
の
小
企
業

群
の
全
般
的
額
勢
は
少
く
と
も
こ
れ
を
大
正
三
年
度
以
後
昭
和
五
年
度
仁
至
る
聞
に
つ
い
て
見
る
限
り
、
ぞ
れ
が

同

極
め
て
軽
微
に
過
ぎ

F
る
も
の
で
、
灘
五
都
に
て
起
こ
れ
る
が
如
き
、
程
度
の
頴
著
な
る
小
企
業
鮮
の
相
封
的
、

12 i 



結
調
的
萎
縮
を
意
味
す
る
現
象
は
、
決
し
て
内
地
人
土
岨
胞
の
上
に
現
は
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
以
上
に
設
け
る
所

に
よ
っ
て
ま
(
の
要
が
明
か
に
さ
れ
た
と
惟
ふ
。

目
、
巾
企
業
群
の
頼
勢
緩
漫
の
原
因

以
上
に
明
か
に
さ
れ
た
通

h
.
大
正
三
年
度
よ
り
、
昭
和
五
年
度
に
至
る
十
七
ヶ
年
聞
の
日
本
酒
工
業
界
に
於

け
る
小
企
業
詳
の
煩
勢
は
、
立
〈
の
力
度
極
め
て
緩
漫
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

A
1
其
の
原
因

T
明
か
に
せ
ん

E
す
る

4

、「ノ、戸」、

l
〆

L
S

一
般
に
企
業
の
盛
衰
に
討
す
る
直
接
の
決
定
刀
が
伏
在
し
て
ゐ
ろ
淵
床

t
認
め
ら
る
ぺ
き
斯
業
の
会

耀
的
地
輩
、
生
産
、
服
費
、
企
業
形
態
、
金
融
の
議
側
γ

閣
か
ら
v

」
れ
ヤ
一
横
山
市
し
ゃ
う
?
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

(
1
1
揃
鷺
ゆ
山
旧
軍
司
川
本
四
(
清
品
、
「
圭
し

T
3
の
技
禍
仙
川
沼
周
の
ゆ
十
川
一
九
れ
h
y
ほ
く
コ
操
れ
日
も
、
天
保

の
末
年
頃
に
は
其
の
品
質
腕
に
大
い
に
改
善
ぞ
加
へ
ら
れ
て
、
量
(
に
其
の
名
に
仮
す
べ
き
製
品
の
醸
法
が
案
出
さ

れ
て
ゐ
た
こ
と
凶
明
な
所
で
あ
る
か
ら
、
徳
川
末
年
に
は
最
早
其
の
方
法
が
全
国
に
普
及
し
て
、
其
の
産
額
も
亦

防
相
し
き
数
に
達
し
て
ゐ
た
こ
と
が
寝
せ
ら
れ
る
c

こ
の
こ
と
は
、
還
に
遡
り
て
、
元
誠
年
閉
幕
府
の
手
に
よ
り
て

行
は
れ
た
海
内
酒
家
調
べ
に
よ
り
て
、
一
二
高
に
近
き
醸
戸
が
全
国
に
散
布
し
て
、
組
計
八
十
高
石
ぞ
越
え
る
産
額

を
奉
げ
て
ゐ
た
市
川
か
ら
見
て
も
疑
な
き
所
で
あ
る
。
し
か
し
、
徳
川
末
年
に
於
け
る
金
剛
産
額
貫
教
の
擦
る
ペ
き

も
の
を
持
た
ぬ
か
ら
、
越
え
て
、
明
治
以
後
の
こ
と
に
移
ら
う
。

今
、
明
治
三
年
替
業
酒
の
造
石
制
限
解
除
後
の
状
態
を
見
る
に
、
此
官
業
清
酒
の
製
造
は
明
治
五
年
よ
り
明
治
三

我
圃
工
業
に
於
け
る
小
企
業
の
戎
存
に
閥
ナ
る
一
研
究

ヨ五

頁白戸、d
買
頁
3
9
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誌

史
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我
同
工
業
に
於
け
る
小
企
業
の
疫
存
に
閲
す
る
一
研
究

-~ ノ、

十
九
年
に
至
る
三
十
五
ヶ
年
間
を
毎
五
年
を
以
て
七
期
に
分
か
ち
、
主
(
の
卒
均
年
産
額
は
既
に
各
期
い
づ
れ
も
三

百
高
石
よ
り
三
百
六
十
一
角
右
の
間
に
あ
る

9

然
る
に
.
大
正
三
年
度
以
降
昭
和
五
年
度
に
至
る
聞
の
最
廉
期
七
る

大
正
六
年
度
以
後
十
年
間
の
平
均
金
凶
年
産
額
は
又
漸
〈
五
百
二
十
高
石
そ
越
え
な
い
の
で
あ
る
。
か
よ
う
に
此

の
期
間
に
於
い
て
斯
業
会
悼
の
上
に
特
に
著
し
き
需
要
膨
脹
も
な
り
し
上
に
、
而
も
此
の
需
要
に
到
す
る
供
給
は

夙
に
体
統
的
に
金
凶
各
地
に
蹄
散
し
ず
し

斯
業
に
於
げ
る
生
産
及
び
販
質
上
の
特
殊
の
困
難
ぞ
波
ぎ
、

以
て
誌
の

一
恥
，
刊
外
的
一
多
載
企
業
mu
問
r
L

分
割
5
れ
ー
め
に
m
w
t
あ
λ
u
u

敢
に
他
め
一
部
門
に

於
げ
る
集
中
的
蓄
積
資
本
が
新
た
に
産
業
資
本
と
し
て
此
の
部
門
に
侵
入
し
来
た
h
て
、
新
鋭
の
合
理
的
組
織
を

企
業
制
地
盤
そ
判
め
球
れ
勺
b
w
n

以
て
大
企
業
を
こ
こ
に
建
設
す
る
七
め
の
除
地
が
、
極
め
て
乏
し
か
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
は
、
こ

の
期
聞
に
こ
の
部
門
に
於
け
る
小
企
業
群
の
地
位
の
維
持
を
助
け
た
一
因
と
認
め
ら
れ
る
。

(
2
)
、
生
産
的
側
面

日
本
酒
製
造
企
業
に
於
け
る
狭
義
の
製
造
過
程
は
、
こ
れ
を
大
別
す
れ
ば
、
米
洗
、

蒸
取
、
引
込
、
室
内
仕
事
、
初
添
、
仲
.
器
、
官
添

庫
搾
、
津
引
、
火
入
等
の
如
、
き
勢
働
操
作
の
諸
段
階
に
分
か

れ
て
、
主
原
料
た
る
米
は
こ
れ
ら
の
州
労
働
段
階
訟
艇
で
完
成
品
と
成
る
の
で
あ
る
ο

原
料
米
の
精
白
や
製
品
の
抑

誌
、
瓶
詰
等
の
如
き
前
後
の
一
附
随
的
過
程
は
こ
れ
を
税
義
の
製
造
遁
程
の
外
に
お
く
。
一
企
業
に
麗
す
る
卦
鎖
的

作
業
場
の
内
部
に
於
い
て
管
ま
れ
て
ゐ
る
狭
義
の
製
造
過
程
の
上
の
右
の
如
き
勢
働
操
作
の
諸
段
階
は
、
こ
れ
に

封
し
て
分
業
的
に
執
務
す
る
一
回
の
勢
働
者
の
共
働
(
白
『

EEn---m同
穴
D
c
t
m
g
片
岡
山
=
)
に
よ
っ
て
賓
行
さ
れ
る
。

こ
の
共
働
的
作
業
組
織
を
形
成
す
る
一
聞
の
勢
樹
者
は
、
主
(
の
鰭
営
職
能
の
技
術
的
意
義
の
軽
重
を
件
ふ
所
の
も

4) キ目1京重政、最近本邦生産統計-129.1¥-130頁
5) J. S. MiJl可 Principles，uf politicJl EじonυlT¥'y，editcd hy Ashley， p. 142. 
6)日ombaIt. Ge鳩山hc¥'¥e!)cn， 1. S. .2:; 



4
γ
官

カ

ピ

フ

杜
氏
(
老
車
、
頭
(
代
司
)
、
衛
門
(
麹
旬
、
翫
廻
、

t
人
へ
道
具
廻
と
釜
屋
と
に
分
か
れ
る
)
、
追
廻
(
中
人
及
び
下
人
)
、
飯
焚
等
の
諸

階
級
に
分
か
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
、
こ
れ
ら
に
よ
る
共
働
作
業
の
内
容
の
本
質
的
部
分
は
会
〈
筆
、
甑
、
麹
葦
、

竿
切
、
桶
、
暖
気
樽
、
酒
槽
等
々
の
如
き
、
簡
単
な
る
道
具
を
用
ゆ
る
峠
労
働
者
の
、
人
的
熟
練
勢
働
よ
り
形
成
さ

税
義
の
日
本
酒
製
造
工
程
は
所
謂
?
-
一
ュ
ア
ア
グ
デ
ュ
ア
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
手
工

的
集
聞
作
業
組
織
よ
り
成
る
と
い
は
る
べ
き
志
の
も
、
{
廷
に
明
瞭
に
、
所
謂
工
場

(FT一一U
印
ち
機
械
的
集
周

作
業
組
識
と
封
立
し
て
ゐ

ε。
近
年
に
重
り
、
日
本
洞
製
造
上
の
技
術
的
手
段
と
し
て
、
洗
米
機
、
輸
送
ポ
ン
プ
、

れ
て
ゐ
る
・
も
の
で
あ
る
か
ら
、

岡
崎
搾
機
、
掠
池
機
、
火
入
器
等
の
畑
包
¥
或
搾
度
に
人
的
帥
労
働
と
代
替
す
る
比
聴
的
高
級
の
生
産
要
具
が
使
用
さ

れ
る
様
に
な
っ
た
け
れ
ど
も
、

金
曜
と
し
て
は
な
ほ
未
だ
本
質
的
に
勢
働
者
の
い
労
働
従
っ
て
又
其
の
熟
棟
、

至
誠

け

Y
拠
泣
川
川
叩
村
山
一
日
化
的
川
市
訴
に
，
o
u肌
蹴
十
γ

封
寸
ム
心
γ
ト

U
-
T
ら
な
か
っ
十
い
の

明
治
三
十
七
年
設
置
の
大
蕪
省
醸
造
試
験
所
、
官
立
各
大
曲
学
、
専
門
皐
枝
、
其
の
他
官
公
在
立
試
験
所
等
に
於

け
る
多
数
の
曲
学
者
、
技
術
家
に
依
っ
て
多
年
の
研
究
が
行
は
れ
て
来
だ
が
、
其
の
結
果
は
、
日
本
酒
製
造
過
程
営

根
本
的
に
人
間
の
労
働
か
ら
解
放
し
て
、
こ
れ
を
機
械
の
手
に
移
す
が
如
き
本
質
的
改
革
は
、
濁
り
艦
持
的
見
地

か
ら
の
み
で
は
な
く
、
技
術
的
見
地
か
ら
さ
へ
未
だ
こ
れ
を
な
し
遼
げ
得
る
に
至
ら
示
、
僅
に
樽
統
的
製
造
法
に

封
し
て
、
或
る
程
度
の
化
皐
的
、
生
物
率
的
改
善
を
加
へ
た
に
止
ま
っ
て
ゐ
ム
。
か
〈
て
、
徳
川
時
代
か
ら
行
は

れ
て
ゐ
た
、
管
業
清
酒
製
造
の
マ
ニ
品
プ
ア
グ
チ
ュ
ア
的
組
織
は
、
今
日
も
な
ほ
依
然
と
し
て
、
全
〈
例
外
な
く
、

行
は
れ
て
ゐ
る
有
様
で
め
る
。
所
謂
新
清
酒
は
合
成
酒
で
、
こ
こ
に
い
ふ
日
本
酒
で
は
な
い
の

rか
ら
、
玄
の
製

我
同
工
業
に
於
け
る
小
企
菜
の
浅
存
に
閥
す
る
一
研
完

ーヒ

Das Kapi ta1. a. a. O. S. 284 
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明治工業典、イ主宰工業編、 84S1(← 86oJ1~
灘Z酉浩草誌、 312頁以下土屋喬紙、徳川時代の 7 ユユフアクナユア、(改造
15巻9披15頁以 F)
洪純一、日本財政経涛論、 rooJ'[2i!び.1"02頁

7) 
8) 
9) 
ro) 

)
 
--



我
岡
工
業
に
於
け
る
小
企
業
の
建
存
に
隠
す
る
一
研
究

ノ、

造
組
織
の
こ
と
は
自
ら
別
の
問
題
に
属
し
て
ゐ
る
。

日
本
酒
の
狭
義
の
製
造
過
程
が
、

t土、

マニ
A

フ
ヤ
グ
チ
ュ
ア
的
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
績
い
て
注
意
す
べ
き

そ
の
マ
ニ
ュ

y
ア
ク
チ
ュ
ア
的
組
織
の
規
模
の
こ
と
で
あ
る
。

其
の
規
模
は
停
統
的
非
合
理
性
の
外
に
、
腐

進
、
火
一
落
、
火
災
等
に
潤
す
る
危
険
分
散
の
鰹
蹄
的
原
理
や
製
法
工
程
上
の
技
術
的
原
理
等
の
如
き
合
理
的
考
慮

。
円
七
十
日
目

J

F
し
、

、4
h

，ルl
I
F

ノ，1
町

ず

其
の
大
き
さ
に
略
l

一
定
の
限
度
炉
か
か
れ
て
ゐ
る
Q

大
醸
治
地
に
る
離
に
於
げ
る
最
屯
数
年
の

間
I!倍

以

(1) 

Jj)f. 

二1:
Il仏
I定
が
山

~(.r 

:='fl~ 
fi 
~:I~ .ii 
0) 
dド

~': 
E杭
1ili 
0) 

附

年
政
敵
千
一
小
、

数
十
尚
一
れ
じ
北

/

〉

ノ

、

'
l
h
ム
μ
!
i

す
る
大
企
業
で
も
其
の
一
製
造
組
織
単
位
た
る
酒
臓
の
規
模
皆
、
最
も
多
く
、

鹿
に
お
い
て
ゐ
て
、
此
の
程
度
が
一
般
に
製
造
上
の
技
術
的
車
位
組
織
の
賓
際
的
最
趨
規
模
と
認
め
ら
れ
て
ゐ
る

一
製
造
期
間
営
h
ノ
一
千
石
内
外
の

一
企
業
嘗
り
敷
千
石
乃
至
敷
高
石
の
年
産
額
を
翠
げ
る
大
企
業
に
な
れ
ば
、
か
か
る
製
造

組
織
の
技
術
的
車
位
た
る
酒
臓
の
数
箇
営
別
々
に
切
離
し
て
維
持
す
る
こ
と
に
な
る
。
所
謂
小
企
業
は
、
恰
色
、

の
で
め
る
。
従
っ
て
、

右
の
如
き
酒
薙
一
箇
を
持
っ
て
替
ま
れ
て
ゐ
る
も
の
で
、
め
る
。

今
日
迄
の
日
本
酒
製
造
工
業
に
於
け
る
製
造
過
程
の
技
術
的
構
造
が
上
述
の
如
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
小
企
業

群
は
、
に
と
へ
、
原
料
米
や
補
助
材
料
等
の
仕
入
の
上
に
或
る
程
度
の
不
利
盆
営
受
け
て
も
、
本
来
一
一
般
に
は
際

限
な
き
大
規
模
の
分
業
、
共
働
組
織
の
臆
用
や
後
達
せ
る
機
械
設
備
の
使
用
等
に
よ
っ
て
、
生
産
費
節
約
上
に
特

別
の
利
益
を
お
さ
め
得
ぺ
き
大
企
業
群
の
決
定
的
歴
力
を
生
産
側
面
上
に
免
れ
る
こ
と
が
出
来
ゎ
。

生
産
側
面
上
な
ほ
注
意
す
べ
き
は
酒
造
税
の
影
響
で
あ
る
。
酒
造
税
の
財
政
率
的
性
質
は
間
接
税
で
め
る
け
れ

酒造税法第一傑二項所定白清ì~i(日本酒)の概念、参関
西宮税務署都査に擦る。
Wiedt'nfdd， (iewerlJ叩 olit札 s."5 G. d. S もI.S・39ff. (Eugen Schwicdland) 
Hobson， The Evolulion of :Nludern Capitalhm， pp.. ].3口-131
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弘

5
f
z
L
Y毎日
b
A
f
k

ム
vw
れ
世
相
イ
ホ
シ
Z
L
F
p
q
qが
訓

ど
も
、
袈
酒
企
業
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
そ
れ
は
依
然
と
し
て
夫
々
の
遁
石
高
に
劉
す
る
一
定
の
製
造
品
目
詐
税
・
と

し
で
見
る
べ
き
も
の
で
、
生
産
費
の
一
要
素
で
あ
る

而
色
、
其
の
額
は
大
正
三
年
度
よ
り
、
大
正
六
年
度
に
至

る
問
は
一
石
二
十
園
、
大
正
七
年
度
よ
り
大
正
八
年
度
に
至
る
聞
は
一
石
二
十
三
園
、
大
正
九
年
度
よ
り
大
正
十

四
年
度
に
至
る
聞
は
一
石
三
十
三
回
、
大
正
十
五
年
度
以
後
は
一
石
四
十
固
に
し
て
、
こ
こ
に
研
究
封
象
に
る
十

七
ヶ
年
間
に
格
始
.
日
本
酒
生
産
費
の
決
定
的
要
素
ど
な
っ
て
ゐ
る
。
か
く
の
如
き
生
産
費
の
決
定
的
要
素
が
、

一
般
に
大
金
業
の
製
造
に
附
著
す
る
特
別
の
長
所

軍
純
に
造
石
数
額
に
比
例
し
て
定
め
ら
れ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、

に
る
生
産
費
の
遁
械
性
を
、
甚
で
強
く
妨
げ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
此
の
部
門
に
於
り
る
大
小
企
業
の
封
立
上
に
、

前
一
野
な
忠
義
含
有
す
る
。

更
に
生
産
側
面
上
出
意
を
要
す
る
は
、
斯
業
一
一
般
に
封
し
生
産
技
術
の
指
導
、
製
品
品
質
の
向
上
の
允
め
に
政
ノ

府
が
費
し
来
れ
る
努
力
の
作
用
で
あ
る
。
大
企
業
は
其
の
資
力
を
以
て
濁
カ
に
で
も
試
験
所
を
設
け
技
術
的
環
門

家
を
使
傭
し
て
、
其
の
品
質
の
改
善
に
努
力
し
て
殺
果
を
皐
げ
る
け
れ
ど
も
、
小
企
業
も
亦
、
最
近
十
数
年
は
政

府
の
製
造
指
事
や
、
品
評
舎
そ
の
他
各
種
の
奨
剛
策
等
に
啓
費
、
刺
戟
き
れ
る
所
が
め
っ
て
、
一
般
的
に
其
の
製

造
技
術
の
向
上
を
見
る
に
至
り
、
比
膜
的
よ
〈
、
大
企
業
と
製
品
品
質
の
競
争
上
に
接
近
的
形
勢
を
保
つ
こ
と
が

出
来
る
様
に
な
っ
て
来
た
。
生
産
制
面
上
小
企
業
に
特
有
の
一
弱
劫
が
政
府
の
施
潟
に
よ
っ
て
軽
減
さ
れ
七
諜
け

で
あ
る
。

以
上
の
諸
事
情
は
、

い
づ
れ
も
生
産
的
側
面
か
ら
日
本
酒
製
造
工
業
に
於
け
る
大
企
業
の
塵
力
を
低
減
せ
し
め
一

戎
園
工
業
に
於
け
る
小
企
業
の
洩
存
に
関
す
る
一
研
究

カA

15) 酒造娩は昭和五年度灘滴一石桶園迄の製造費中約六割jを占める、〈西宮税務
署調査に操る)。汐見博士、前掲書2.::~OJ'[以下



我
岡
工
業
に
於
け
る
小
企
業
の
痩
存
に
闘
す
る
一
研
究

O 

乃
至
は
又
小
企
業
の
抵
抗
力
を
増
進
せ
し
め
て
、
問
題
の
十
七
ヶ
年
間
に
、
小
企
業
群
の
頗
勢
佐
比
較
的
経
漫
な

ら
し
め
て
来
七
主
に
る
因
子
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
か
し
、
近
来
で
は
、
諸
般
技
術
の
後
達
と
、
市
場
関
係
の
接
選
等
に
伴
っ
て
、
白
家
研
究
所
設
備
、
自
家
精

米
所
設
備
、
櫨
過
精
製
及
び
火
入
設
備
、
瓶
詰
設
備
、
冷
燕
庫
設
備
等
の
如
雲
、
税
義
の
製
造
過
程
外
に
属
す
る

附
随
的
生
産
施
設
に
闘
し
、
大
資
本
企
業
の
有
す
る
艇
飾
的
長
所
が
叩
次
第
に
閥
蒋
と
な
る
傾
向
が
現
は
れ
吃
来

て
ゐ
る
か
ら
、
鼎
来
に
於
い
て
何
時
ま
で
も
前
越
の
知
事
生
産
側
面
上
の
事
情
が
、
同
様
に
槙
い
て
行
〈
1c
考
へ

る
の
は
安
嘗
で
な
い
と
惟
は
れ
る
。

(
8
)
、
販
葺
的
側
面

(
イ
)
設
立
地
。
あ
ら
ゆ
る
工
業
生
産
は
販
貰
消
費
の
た
め
に
行
は
れ
る
。
然
る
に
、

生
産
の
場
所
か
ら
消
費
の
場
所
へ
生
産
物
を
屑
け
る
に
は
、
運
詑
費
と
い
ふ
伊
東
牧
品
化
縮
少
の
賞
要
原
因
が
件
ふ

の
だ
か
ら
、
車
に
こ
の
貼
か
ら
理
論
的
に
考
へ
れ
ば
、
生
産
は
こ
れ
に
習
す
る
他
の
事
情
な
き
限
旬
、
消
費
の
場

所
に
て
行
は
る
べ
き
も
の
で
め
る
。
こ
こ
に
他
の
事
情
B

と
し
て
は
原
料
指
数
、
勢
働
債
格
、
技
術
に
劃
す
る
自
然

の
制
約
、
法
制
に
よ
る
制
限
等
に
於
け
る
事
情
を
奉
げ
る
こ

E
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

今
、
消
費
財
貨
と
し
て
の
日
本
酒
に
つ
い
て
見
る
に
、
其
の
消
費
は
極
め
て
細
分
せ
ら
れ
て
、
郡
部
を
通
じ
、

殆
ん
ど
全
国
に
普
く
散
布
し
て
ゐ
る
@
其
の
上
に
、
取
扱
の
阿
難
L
L

品
質
控
化
の
起
り
易
き
と
の
た
め
、
蓮
賀
美

の
他
製
品
運
迭
に
件
ふ
こ
れ
が
危
険
は
極
め
て
大
き
い
。
然
る
に
一
方
で
は
、
此
の
部
門
の
原
料
指
数
は
極
め
て

微
小
な
る
を
常
と
し
て
ゐ
て
、
旦
つ
其
の
拙
労
働
債
格
に
は
所
に
よ
っ
て
著
し
き
相
違
め
る
こ
と
な
〈
、
又
法
制
上

、町iedenfeld，:1. :1. O. S. 2i 
Alrren Weber， lndustriellよStn.ndm"j由.JlTe，(G. c1. S 日 Vl.S.62) 
Alfred Wel町 sTlteury of Lucation of Indltstl"ics (b-::trJslated by~ C. J. Fricrl-
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1 

の
制
限
が
別
に
存
在
し
て
ゐ
な
い
。

恰
も
か
く
の
如
き
性
質
宇
佐
有
す
る
財
貨
を
生
産
す
ろ
所
の
日
本
柄
工
業
に
於
い
て
、

其
の
数
八
千
を
上
下
す
る

小
企
業
の
集
群
が
、
普
く
全
副
各
地
に
散
布
し
て
其
の
地
盤
を
築
い
て
来
七
の
で
あ
る
。

斯
業
に
於
げ
る
小
企
業
群
炉
、

一
般
に
特
定
地
域
に
局
在
し
て
集
約
的
大
生
産
を
管
h
u
所
の
大
企
業
群
に
封
し
、

設
立
地
の
黙
に
閲
し
て
、

一
一
樹
の
優
越
刀
を
有
し
て
ゐ
た
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

尤
も
、

所
謂
名
産
地
に
於
け
る

大
企
業
は
侍
統
的
に
特
別
な
る
自
然
の
恵
津
に
消
す
と
い
は
れ
、

其
の
上
進
歩
せ
る
技
術
の
臆
用
に
よ
り
て
一
一
般

に
勝
れ
に
品
質
の
製
品
全
供
給
し
て
来
た
け
れ
ど
ち
、

多
〈
の
地
方
的
小
企
業
も
、
技
術
科
撃
の
接
語
に
て
近
来

は
大
い
に
日
燃
の
制
約
な
克
服
寸
ぶ
こ
と
が
日
米
る
様
に
は
つ
に
。

且
つ
次
に
洩
べ
る
事
情
ど
連
法
融
資
と
の
た
め

に
、
大
企
業
の
製
品
は
自
ら
其
の
債
格

'e増
大
せ
し
め
ら
れ
る
が
、

こ
れ
に
卦
し

τ地
方

ω和
小
企
業

utJの
糊

特
の
服
責
方
法
じ
よ
り
、

大
企
業
の
製
品
よ
り
蓬
に
低
き
債
格
に
て
自
己
の
製
品
を
販
寅
し
得
る
道
ぞ
持
つ
七
め
、

品
質
に
於
い
て
劣
つ
で
も
慎
格
の
廉
き
に
就
く
傾
多
き
地
方
需
要
者
に
よ
っ
て
、
体
統
的
、
占
磁
的
販
路
ぞ
輿
へ

ら
れ
て
来
仁
の
で
あ
る
。
販
貰
に
闘
聯
せ
る
設
立
地
の
拙
か
ら
見
に
小
企
業
群
の
長
所
で
あ
る
。

(
ロ
)
、
需
要
の
性
質
。
此
の
商
品
の
需
要
は
極
端
に
細
分
せ
ら
れ
、
且
つ
時
間
の
上
に
、
人
の
上
に
、
場
所
の

上
に
集
中
的
偏
在
性
が
乏
し
き
に
め
、
其
の
販
路
獲
得
競
争
の
上
に
於
い
て
不
断
に
需
要
者
と
密
接
の
連
絡
を
保

つ
所
の
企
業
に
現
し
て
優
越
力
が
奥
へ
ら
れ
る
。
日
本
酒
が
有
銘
商
品
と
な
っ
て
ゐ
ぶ
の
も
、
此
の
闘
係
か
ら
で

あ
る
が
、
買
大
な
る
範
固
に
需
要
者
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
大
企
業
が
多
額
の
庚
告
、
由
民
一
停
費
を
費
し
、
又
問

我
刷
工
業
に
於
け
る
小
企
業
の
漫
存
に
閣
ナ
る
一
研
究

最高庄産年たる王:lE八年度r於ν、亡 ll，、判別大醸造地方(京都、兵庫、目豊島、
岡山、踊問)白線、生産徽は会明生注者百の三割強で、其四餓は普(11也の諸府、
服、;草に散布してゐる。(沖縄県芸aBlj管理)
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我
凶
工
業
に
於
け
る
小
企
業
の
疫
存
に
関
す
る
一
研
究

屋
、
仲
夫
、
卸
商
、
小
貰
商
等
の
如
き
複
雑
な
る
中
間
的
販
責
網
を
利
用
す
る
の
も
畢
克
又
右
の
如
き
制
約
に
悶

る
の
で
あ
る
。
大
企
業
が
販
買
上
に
か
か
る
犠
牲
を
費
し
て
も
、
其
の
効
果
は
主
と
し
て
は
、
人
口
と
購
買
力
L」

の
集
中
せ
る
大
都
合
に
限
ら
れ
て
、
贋
汎
な
る
地
方
市
場
に
は
大
な
る
影
響
ぞ
及
ぼ
し
難
い
。
名
産
地
た
る
西
宮

税
務
署
管
内
大
正
六
年
度
の
製
品
出
荷
先
は
東
京
府
及
び
大
阪
府
で
約
六
割
を
占
め
て
ゐ
る
。
再
出
荷
を
見
積
つ

て
も
っ
七
れ
以
外
の
地
方
向
出
荷
量
は
誌
に
小
慨
に
止
ま
ろ
で
あ
ら
う
。
民
)
れ
に
い
民
ソ
山
、

小
筒
凋
の
版
勝
二
℃
事
足

る
地
方
小
企
業
は
、
特
に
大
な
る
販
買
費
を
須
い
や
に
、
消
費
一
週
在
せ
る
夫
々
の
所
在
地
に
て
、
必
要
需
要
最
を

獲
得
し
得
る
。
こ
れ
は
地
方
群
小
企
業
の
一
長
所
で
あ
る
。
然
る
に
離
五
郷
の
小
企
業
ほ
返
隣
に
櫛
比
せ
る
大
企

業
に
包
ま
れ
て
、
右
の
如
き
地
方
小
企
業
に
特
有
の
長
所
を
持
た
な
い
。
さ
り
と
て
叉
勿
論
、
庚
大
な
る
販
貰
網

に
も
訴
へ
符
な
い
。
こ
こ
に
小
企
業
よ
り
大
企
業
に
劃
す
る
桶
買
の
現
象
が
起
こ
る
事
情
が
め
る
と
共
に
、
叉
詰

地
に
於
け
る
小
企
業
の
存
立
に
は
、
他
地
方
の
場
合
に
見

5
る
困
難
が
件
ふ
主
た
る
原
因
が
認
め
ら
れ
る
。

(

A

)

、
製
品
が
非
園
際
的
商
品
た
る
こ
と
。
日
本
酒
の
原
料
が
殆
ん
ど
全
〈
国
産
品
巾
る
と
共
に
、
同
種
製
品

の
外
国
競
争
も
存
せ
、
ぎ
る
こ
と
勿
論
な
る
が
、
封
外
轍
出
色
亦
殆
ん

E
い
ふ
に
足
り
な
い
。
か
よ
う
に
非
同
際
的

性
の
商
品
た
る
こ
と
は
、
越
年
貯
臓
の
困
難
に
基
き
一
般
に
大
な
る
投
機
的
生
産
の
起
ら

5
る
こ
と
と
相
侠
ち
、

自
ら
需
要
供
給
開
係
従
っ
て
又
相
場
の
上
の
極
端
な
忍
盤
動
を
見
れ
て
、
小
企
業
群
の
維
持
を
助
け
て
ゐ
る
。

(
ヱ
)
、
極
小
企
業
に
よ
る
乱
立
競
争
な
き
こ
と
。
自
家
用
製
酒
は
明
前
舟
二
年
以
後
禁
止
さ
れ
て
ゐ
る
が
其
の

土
に
又
、
政
府
は
管
業
製
酒
の
最
低
免
許
額
を
定
め
て
ゐ
る
。
ぞ
れ
は
明
治
十
五
年
の
布
告
に
始
ま
り
、
長
ら
く

20) 西宮祇務署調査に擦る。
21) 昭和六年度外岡輸出及び靭鮮移出は昭和五i丙造年度全判詑叙の約0'75:%(二巨

税局統計年干:I~書に擦る)



年
額
百
石
に
む
か
れ
て
ゐ
た
が
大
正
七
年
よ
り
は
三
百
石
に
引
上
げ
ら
れ
た
。

む
)
。

(
但
既
得
免
許
額
コ
一
百
石
以
下
を
鍾
績
せ
し

こ
れ
に
よ
り
、

極
少
企
業
の
族
出
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
な
ほ
此
の
外
に
、
特
に
此
の
部
門

酒
造
組
合
中
央
合
等
の
如
き
法
律
上
の
統
制
組
織
が
輿
へ
ら
れ
て
ゐ

酒
造
組
合
聯
合
合
、

る
。
か
く
て
、
群
小
企
業
分
立
せ
る
此
の
部
門
に
色
白
ら
或
る
桂
皮
の
統
制
が
保
た
れ
て
、
極
端
な
る
不
合
理
的

無
秩
序
の
現
象
の
起
こ
る
こ
と
が
見
れ
ら
れ
た
。
又
、
主
と
し
て
技
術
的
共
助
の
組
織
に
る
日
本
醸
造
協
舎
の
致

の
上
に
柄
造
組
合
、

ザ
る
頁
献
活
白
併
せ
指
摘
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
U

こ
こ
に
乱
立
的
競
守
に
於
け
る
大
企
業
の
俺
越
カ
が
妨
げ
ら
れ
た
。

(
之
、
大
企
業
群
の
大
同
開
結
な
か
れ
り
し
こ
正
。
波
山
仔
の
大
企
業
群
は
群
小
の
日
本
洞
製
造
企
業
に
到
し
、
疑

加
問
〈
成
ゐ
川
叫
ん
附
況
の
砂
川
峨
ぜ
あ
る
が
市
刷
、
f
山
仙
波
崎
ケ
ザ
サ
事
情
一
日
大
企
業
昨
日
間
的
川
い
し
げ
州
立
制
蹴
引
が
計
U
れ
℃

)

-

、

プ
IJ

九マ
L

こ
れ
が
少
か
ら
歩
、

販
賓
の
土

水
戸
い
輩
岡
、
高
度
な
る
大
両
問
結
が
現
は
れ
る
に
歪
ら
な
か
っ
た
か
ら
、

に
於
げ
る
大
企
業
群
の
時
カ
セ
弱
め
て
ゐ
た
。

上
越
せ
る
所
に
よ
っ
て
、
問
題
の
期
間
に
小
企
業
群
の
煩
勢
緩
漫
な
り
し
こ
ど
の
原
因
は
、
販
賓
の
側
面
に
色

亦
種
々
こ
れ
を
見
出
し
得
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

(
4
)
、
企
業
形
麓

日
本
調
製
造
工
業
に
於
け
る
八
千
内
外
の
小
企
業
は
、
そ
の
大
多
数
が
所
謂
筒
人
業
舗

(ロ
Z
N
n
s
r
E
)
の
法
律
形
態
を
持
っ
て
ゐ
る
か
、
然
ら
守
と
色
殆
ど
こ
れ
L
」
同
じ
き
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
か
く

で
又
、
そ
の
事
業
の
統
制
者
は
先
に
規
定
サ
る
知
〈
貫
質
上
一
人
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
業
主
自
ら
た
る
の
が
普
通

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
柄
製
造
工
業
に
於
げ
る
頴
著
な
る
小
企
業
群
穫
存
の
現
象
に
封
し
、
二
重
の
貼
で

我
図
工
業
に
於
け
る
小
合
一
業
の
建
存
に
閥
ナ
る
一
例
先

議
続?
'~{ん

酒造砥法第五僚に孟IJ業的場合。例外規泡あり 3
i酒泣組合法
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我
図
工
業
に
於
け
る
小
企
業
む
竣
存
に
関
す
る
一
例
屯

1"1 

4m要
な
立
義
4
M
A

」
宿
し
て
ゐ
る
。

一
般
に
右
の
如
き
楳
管
構
造
に
め
り
で
は
、
其
の
統
制
、
慮
理
の
上
に
大
命
業
に
勝
る
所
の
一
特
別
な
る
熱
心
、

誠
賞
、
細
心
の
用
意
が
示
3
れ
る
特
長
が
あ
る
の

rが
、
こ
の
こ
と
は
、
其
の
生
産
と
販
貞
と
の
統
制
、
ド
底
理
に

殊
に
上
場
の
議
性
質
診
要
す
る
種
類
の
特
殊
工
業
た
る
日
本
酒
製
造
工
業
に
て
、
小
企
業
の
存
立
を
弧
〈
助
け
る

一
川
市
佐
成
?
の
?
あ
る
。
一
兆
に
川
入
、
偶
人
柴
崎
に
於
い

τJ川
、
段
上
士
」
士
一
の
家
族
と
の
労
働
が
資
本
家
的
計
算
よ

り
除
外
さ
れ
易
き
通
有
性
が
あ
る
と
い
ふ
非
合
理
性
の
作
用
す
る
外
、
又
業
主
の
白
立
性
、
濁
立
性
が
、
単
純
な

る
般
想
的
経
掛
人
の
考
慮
を
超
越
し
て
重
〈
評
債
さ
れ
る
の
が
普
通
で
、

?
Qと
い
ふ
非
合
理
性
も
作
用
し
て
、
特

に
博
統
的
斡
持
に
宮
め
る
群
小
日
本
酒
製
造
企
業
主
は
た
と
へ
資
本
家
的
計
算
で
は
多
少
牧
盆
カ
の
劣
れ
る
企
業

で
も
、
相
官
に
長

t
こ
れ
合
維
持
、
椴
槙
し
て
行
〈
傾
向
が
存
ず
る
の
で
あ
る
。

(
8
)
、
金
融
的
側
面
小
企
業
殊
に
個
人
業
舗
の
形
態
に
て
は
、
合
枇
形
態
の
大
企
業
に
こ
れ
念
比
す
れ
ば

其
の
外
来
的
金
融
能
力
は
遣
に
薄
弱
な
る
が
普
通
で
あ
っ
て
、
ぞ
れ
は
殊
に
長
期
金
融
に
つ
い
て
若
し
い
。

日
本
酒
製
造
企
業
で
は
酒
造
税
、
原
料
米
の
仕
入
等
に
て
比
較
的
多
額
の
経
常
資
金
ぞ
要
す
る
外
に
、
叉
少
か

ら
ぬ
固
定
資
金
を
必
要
と
す
る
け
れ
ど
も
、
慨
に
大
亙
三
年
頃
迄
残
存
し
来
れ
る
も
の
に
あ
り
て
は
た
と
へ
群
小

よ
く
多
年
の
生
存
闘
争
に
堪
え
来
れ
る
も
の
が
多
〈
て
、
相
営
に
豊
か
な
る
自
己
資
金
ぞ
備
へ
七

企
業
に
で
も
、

も
の
が
少
〈
な
い
。
業
の
上
、
院
に
堪
ぺ
仁
る
如

t
.
製
造
技
術
の
大
盤
革
も
其
の
後
に
こ
れ
を
見
る
こ
と
な
〈

で
、
肱
存
の
設
備
に
て
事
を
排
じ
得
る
事
情
で
あ
っ
た
か
ら
、
急
激
な
る
固
定
資
金
の
新
規
需
要
も
起
ら
な
か

っ
た
。
こ
れ
と
同
時
に
、
洞
止
得
税
の
培
古
学
や
原
料
米
の
債
格
騰
貴
に
て
綬
常
資
金
の
膨
脹
は
起
こ
っ
た
け
れ

E
も

G. d. S. V1. S. 47 (Eugeen Schwiedbnd) 
I-lobson， p. 133 
Wiedenft'ld， a. n.. O. SS. 30-31 
拙課、経瞥経i務事総論、 38頁
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そ
れ
し
」
て
も
未
亡
必
し
も
極
端
に
飛
躍
的
な
る
膨
脹
と
い
ム
の
で
な
か
っ
に
か
ら
、
こ
れ
に
件
ふ
製
品
債
格
の
騰

貴
に
も
助
げ
ら
れ
る
所
が
あ
っ
て
、
資
金
の
新
規
需
要
に
慮
す
公
遺
伝
得
る
の
が
)
群
小
企
業
に
と
っ
て
紹
封
的

不
可
能
事
た
る
が
如
き
場
合
は
少
な
か
っ
た
。
其
の
他
に
、
酒
造
税
の
納
税
措
保
ゃ
、
品
逗
の
日
本
興
業
銀
行
の

賞
金
貸
付
等
に
封
す
る
、
酒
造
組
合
に
よ
る
所
の
同
業
共
助
の
方
法
も
或
る
程
度
に
作
用
し
て
、
群
小
金
業
の
令
融

的
側
面
に
援
助
を
輿
へ
.
以
て
金
融
資
本
の
刷
用
力
に
基
〈
企
業
合
同
化
の
如
、
き
現
象
を
見
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

論

以
上
に
講
究
3
れ
ピ
諸
原
川
は
、
瓦
に
有
機
的
聯
綱

dr
以
℃
相
結
び
、
認
の
綜
合
作
用
の
結
果
と
し
て
、
問
題

ω別
問
い
附
け
る
川
本
刊
に
北
川
山
一
小
佐
伯
北
海
淵
什
川
尻
の
崎
川
花
伝
清
け
品
も
の

σめ
る
こ
と
い
ん
土
?
ょ
っ
無
k
r
明

で
め
る
が
、
さ
り
と
て
、
そ
れ
ら
の
諸
原
因
は
夫
々
に
又
或
る
程
度
の
獅
立
的
意
義
を
有
し
て
ゐ
る
。
実
の
原

因
た
る
事
情
の
伏
在
す
る
側
面
に
於
い
て
、
其
の
持
績
性
如
何
の
酷
に
於
い
て
、
同
民
樫
持
全
般
の
構
造
的
措
型
化

と
の
閥
係
に
於
い
て
、
他
の
産
業
部
門
殊
に
競
争
的
部
門
と
の
閥
係
に
於
い
て
、
景
気
の
消
長
と
の
閥
係
に
於
い

て
、
経
持
政
策
、
租
税
政
策
と
の
聞
係
に
於
い
て
、

五
、
結

凶
際
的
経
紳
聞
係
に
於
い
て
等
々
立
(
の
性
質
は
決
し
て
一
様

の
も
の
で
は
な
い
。

此
の
一
一
論
の
封
象
は
勿
論
一
特
殊
部
門
の
こ
と
に
限
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
J

の
る
が
、
贋
〈
他
の
工
業
部
門
に
つ
い

て
色
、
そ
れ
に
於
げ
る
企
業
の
規
模
や
企
業
の
集
中
等
の
問
題
に
は
、
又
夫
々
の
部
門
の
具
臨
的
諸
開
係
に
到
す

る
研
究
が
、
経
済
枇
曾
の
全
般
的
援
展
理
論
に
劃
す
る
考
察
と
共
に
併
せ
行
は
れ
る
こ
正
に
よ
っ
て
軽
率
の
判
闘

を
弛
れ
得
べ
き
・
も
の
で
あ
る
故
に
閥
し
て
、
何
等
か
示
唆
す
る
所
が
あ
っ
た
と
惟
ふ
。
(
昭
和
人
年
十
一
月
バ
サ
日
)

我
同
工
業
に
於
け
る
小
企
業
の
疲
在
に
閥
ず
る
一
一
附
完

Z五

28) 酒造税法第一同傑、 i司法組今法施行規則ーっ


